
(5)小木地区（小木まちづくり協議会）活動内容 

 

１ 地域等の概略 

人口：2,617人、世帯数：1,100世帯、高齢化率： 

46.7％（令和３年４月１日現在） 

               小木地区は江戸幕府の財政を支えた佐渡金銀山から産 

出された金銀の積出港として発達した港町である。国内

輸送の大動脈、北前船西廻航路の寄港地として繁栄し、

最盛期には「出船千艘、入船千艘」と謳われるほど発展

した。そして、諸国との交流により多様な町人文化が花

開き、小木独自の文化を作り出してきた。しかし、明治

以降は汽船や鉄道への輸送に切り替わり、輸送拠点とし

ての小木の栄華は徐々にその終焉を迎えた。 

その後の静かな暮らしによって、不要な開発から守ら 

れ、歴史的に大変価値のある町並みや港町の町人文化が 

そのまま残された。令和 3年からは「重要伝統的建築物群保存地区」選定に向けた調査

も開始され、流行に左右されない「歴史を生かした町づくり」の模索が始まっている。 

1988年からは、国際的な太鼓芸能集団である「鼓童」の本拠地が小木につくられ、

アース・セレブレーションなどの国際的なイベントが開催され「文化の発信拠点」とし

て評価されている。その文化を体験するために、外国の大型客船の寄港も増えている。 

  

２ 現状と課題 

  小木地区の人口は、都市部への流出と少子高齢化によって減少が続いている。平成

16年には、小木の人口は 3,806人、高齢化率 32.8％であったが、現在は 2,617人、

高齢化率は 46.7％になっている。人口減少と高齢化の進行は、大変貴重な町並みの

保存や、文化の伝承、ひいては地域の存続そのものを危うくしている。 

 

３ 地域の将来像 

小木地区は、日本国内でも先駆的な「地域運営組織（RMO）」の設立を目指してい

る。RMOとは地域課題を包括的に捉え、総合的な地域運営を目指す新たな共同体組織

である。RMOは、「小さな公」の実施や、高齢者の予防福祉、児童の地域学習、環境保

全、文化の保全、そして地域資源（人・もの・出来事）による「小さな地域産業」の

創出など、地域課題を総合的に解決していく能力が求められる組織である。地域運営

組織の活動によって、古き良きものと新しいものが融合する、新たな時代の「新たな

小木」づくりを目指す。 

また、平成 25年に日本ジオパークに認定された美しい海岸造形や、重要伝統的建
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造物群保存地区の選定などを活用し、特色ある町づくりを行っていく。さらに地域の

暮らしを守ることと同時に、単なる観光客ではない都市からの「往還者（新しい都市

交流のかたち）」を創り、活力と持続性を持つ町づくりとして、国内でのモデルとな

るような試みを目指している。 

 

４ 協力隊に求める活動内容 

これまでの組織や地域の枠にとらわれず、外部からの視点を生かして、小木まちづく

り協議会と緊密に連携しながら、「小木の未来づくり」に取り組んでもらいたい。 

① 小木 RMO・地域運営組織の設立準備（事務局としての役割） 

② 重要伝統的建造物群保存地区の選定を軸とした特色ある地域づくり 

③ 地域の文化・資源を生かした地域資源産業の開発（物品開発・体験型観光コンテ

ンツなど） 

④ 地域の歴史や伝統の継承支援・地域住民との協働 

⑤「RMO・小さな公の推進」として、生活の中で地域が抱える課題解決についての地

域との協働 

 

５ 主な年間活動計画 

 ※活動開始時期：令和４年４月１日以降 

１年目 
・地域運営組織（NPO法人を予定）の設立準備・設立・運営支援 

・地域内の課題や問題、産業資源についての調査・分析 

２年目 

・地域運営組織の活動の活性化 

・地域の既存団体との連携と、その仕組みの構築 

・地域の暮らし「小さな公」が抱える課題の解決方法の模索・試験実施 

３年目 

・地域運営組織に関わる人材育成事業などの業務 

・地域の暮らし「小さな公」の課題に対応する諸事業の開始・実施 

・様々な「小さな地域資源事業」によって現実の雇用を生み出す仕組みづ

くり 

 

６ 地域の連携体制 

小木まちづくり協議会を中心に、既存の市民活動団体や地縁団体・文化活動団体な

どと連携し、協力隊が行うまちづくり業務を総合的に支援していく。 

 

７ 退任後の展望 

  新たにつくられる小木 RMO・地域運営組織において、任期終了後も雇用できる体制

づくりを行い、当人の要望があれば継続雇用する計画である。本格的な RMO立ち上げ

運営の経験は当人にとっても貴重なものであり、得難い経験として重要なスキルをも



たらすと考える。 

 

８ その他（生活環境など） 

 ① 住居：小木町 

 ② ガソリンスタンド：JA佐渡小木 SS／住居から車で約３分 

 ③ スーパー：JA Aコープ佐渡小木店／住居から徒歩で約１分 

 ④ コンビニエンスストア：ローソン佐渡羽茂店／住居から車で約 10分 

 ⑤ ホームセンター・大型スーパー：ムサシ羽茂店ほか／住居から車で約 10分 

 ⑥ 郵便局：小木郵便局／住居から徒歩で約２分 

 ⑦ 総合病院：佐渡総合病院／住居から車で約 40分 

 ⑧ 保育園：小木保育園／住居から徒歩で約３分 

 ⑨ 小学校：小木小学校／住居から徒歩で約 10分 

 ⑩ 中学校：南佐渡中学校／住居から車で約 10分 

 ⑪ 高校：羽茂高等学校／住居から車で約 10分 

 ⑫ 市役所：小木行政サービスセンター／住居から徒歩で約３分 

 ⑬ インターネット環境：ケーブルテレビ回線 

＊上記は最寄りの施設等を例示したものです。 

  

 参考：「小木まちづくり協議会 note」 URL：https://note.com/sadogi_rmo/ 
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【日常の小木の景色】 



 

  

小木地区中心部地図 

 


